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イプ（例「 A と B のどちらがより良いか」）と対立するタイプ（例「 A
について賛成ですか、反対ですか」）の 2 つがある。第 2 部では、前者
ii 
の対立しないタイプにおいて HSM を基盤とした説明が可能であるか














第 3 部では、唱導方向が対立するタイプに焦点を絞り、HSM の適用











ちらを支持 する場 合において も現状 から変更が 生じる ような題材を
用いることで、その影響をできる限り小さくした。実験 4 は、参加者















っていたこ とが考 えられる。 今後、 唱導方向の 対立と いう観点から
HSM を基盤とした説明可能性についてより詳細に検討し、そして HSM
に複数源泉・複数方向の説得状況の特徴（例えば、説得の順序や複数
の説得の同時考慮）を組み込んだ発展的なモデルの構築が期待される。 
